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気温上昇を低く抑えれ
ば被害も小さくなる

IPCC気候変動に関する政府間パネル第6次報告書第一作業部

会報告政策決定者むけ要約をもとにJCCCA全国地球温暖化防
止活動推進センター作成。1.5℃の点線加筆。

1.5℃上昇

• 世界で対策をとれば1.5℃未満抑制。異常気象、生態系農業被害などを小さくできる。
• そのためには2030年ほぼ半減(2019年比48%減)。世界も日本もこの10年の対策が非常に重要。

このための世界のCO2削減

IPCC第6次評価報告書をもとに

国立環境研究所作成
さらに加筆

2030年に排出量ほぼ半減(2019年比)
2050年頃に排出ゼロ

気温
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2019年
に比べ
ほぼ半減



IEA国際エネルギー機関の「排出ゼロへの道筋」
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2030年、2050年までの排出削減目標
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2030年
48%削減
(2019年比)
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日本の温室効果ガス排出量
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日本のCO=排出量

直接排出

10.44億t-CO=

(2020年度)
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日本の温室効果

ガス排出量

11.5億t-CO=

(2020年度)
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日本のCO=排出量

11.1億t-CO=

(2020年度)
QRST? WOZ
[\] XY L M N

バイオマス
(2020年分)
合計6450万t
K^ _E@à b
cdef *,`` a b
ghef _H à b
dief **/` a b

2.5億t
日本のCO2の
24%

「直接排出」とは発電時のCO2排出量を発電所の排出して区分。IPCCガイドラインはこの方法。日本国内では「電力熱配分後」発電時のCO2排出量を電力消費者に消費量
に応じて配分する方法がよく使われる。
環境省国立環境研究所「日本の温室効果ガス排出量データ（1990～2020年度）確報値」、経済産業省「総合エネルギー統計」炭素単位表、日本政府温室効果ガス排出目
録(2022年4月に気候変動枠組条約に報告)より作成。バイオマス排出量は日本政府温室効果ガス排出目録に条約の共通様式に従って記載されている。



バイオマス発電のCO!排出量〜燃焼のCO!排出量
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木質バイオマス発電所のCO2排出量の規模

年間CO2排出量
123万トン

設備容量
11.2万kW

年間CO2排出量
55万トン

設備容量
5万kW

33万トン

設備容量
3万kW

11万トン

設備容量
1万kW

5.5万トン

設備容量
5000kW

2.2万トン

設備容量
2000kW

高い排熱利用可能な範囲
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バイオマス発電の温室効果ガス排出量
ライフサイクルの排出量で発電のみ(排熱利用なし)、吸収が認められなければこれだけ排出
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バイオマス発電の温室効果ガス排出量
ライフサイクルの排出量で排熱利用も考慮して表示。吸収が認められなければこれだけ排出
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日本の発電コストの比較
(化石燃料価格高騰)
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経済産業省総合資源エネルギー調査会発電コスト検証ワーキンググループ、発電コストレビューシートより作成。新設は資本費を含む。政策経費は含まない。既設は資本
費を含まないが、原子力については廃止措置と追加的安全対策費の分を入れた。
2022年の燃料費価格は財務省貿易統計の2022年10月の燃料輸入価格を使用（いずれも貿易統計から石油連盟が推定した円建ての単価）。バイオマス燃料は高騰前の価格。
燃料価格以外は外国為替レートは1ドル=150円で試算した。
設備利用率は原子力は23%(2021年度実績)、石炭火力とガス火力が60%、石油火力が30%。発電効率は石炭火力新設42%、石炭火力既設と石油火力とLNG火力旧型既設が40%、
LNG火力新設が54%、同既設が53%とした。運転期間は火力40年、太陽光と風力25年、バイオマス発電40年、原子力既設の稼働期間は再稼働済原発の残余平均8.8年とした
火力にかかる炭素税は発電コスト検証ワーキンググループの試算で、IEA国際エネルギー機関の世界エネルギー見通しのシナリオ想定にあわせて2020年には17ドル/トン、
2030年には30ドル/トンとなっている。この炭素税は日本で導入されていないので分けて示した。外国為替レートは1ドル=150円で試算した。

! »¼½¾!"#$%K^Wu?œ¿ÀÁÂÃÄÅÆCDu?œ¿ÇÈ
ÉÊËÆÌÍW6AOPÎÏÂÐÑÒ]ÓmCD\€ÔÕÖ3×DW
ØÙU•€ÚÛÆÜ•^DÝÞ\€IJßà»!"ÙÚÛÆ

8
=

98
9=
78
7=
W8
W=
X8
X=

78
9W

78
9o

78
9c

78
9d

78
78

78
79

78
77

¡¢

‰
–£

¤¥
¦§

\¨
œ

`

化石燃料輸入費
! *`** á _`âãÎÂ *`*_ áä••hÞzÙ

~]ÓmhÞåæ¿çáWè *é[•]
½¾êÆ



+, # ¤¥
¹º ••‘’“ »¼

`

*ˆ```

,ˆ```

Eˆ```

+ˆ```

_`ˆ```

_*ˆ```

_,ˆ```

9d
d8

78
9W

78
9d

78
W

8
78

=8

-.
/0

1©
§

\…
ª`

«¬ ¬­
®¯ °¥±²
°¥³´

ë E+-
Œ*`_Hì Ž

! í Wîïðñ Wòó ÂôôÜÂ ßà
õö Wðñ÷½¾ê Ù~]Æ

"#

8

788

X88

b88

c88

9µ888

9µ788

9µX88

9d
d8

78
9W

78
9d

78
W

8
78

=8

78
=8

¶M
N

Y
Z

7>
?[

\·
¸

¹º
Y

Z
7`

-. »r «¬ ¬­
®¯ °¥±² °¥³´

ë yE-
Œ*`_Hì Ž

ë _``-

ë E+-
Œ*`_Hì Ž

! í Wîïðñòó Â y@-øÊõö
W½¾ê

! ˜ ] ù L úðñ Â û= [Æ

+, # ••‘’“
½¾ $%7&'P

@AB,CDEFGHIJ
KLMNO,CIJP

`

_`ˆ```

*`ˆ```

H`ˆ```

,`ˆ```

@`ˆ```

E`ˆ```

/`ˆ```

+`ˆ```

©§[ ¼-.

K
^½

¾
ê3

^D
ß

àz
•ü

‚†
‡‹

!" ýþ ÔÕÖ
ÿÊ×D !Ê×D
"D —{
QRST?

i !"jkÖÂl# z «¬©mE`
LMNOP z nop„qF 3Ô`
8rstRuìñ- —¹z v •• EF

! i !" -. z .vwxQ 3 ®y 3 óô
õ •S€` zñ-{|Rã} 3 ~Äb
f Z ü •• •€óô`

! ½¾¿3 •‚ 3 =•?• À "bfÁ¦ÂÃÄ
N g[ i !" .v 3 C•1z XYZ \ ^
v • ƒ y€`

非エネルギー利用を除く。

2019年度までの実績は経済産業省総合エネルギー統計

直接排出（発電時の排出は発電所の排出でエネルギー

転換部門へ）。自家発電もエネルギー転換に入れた。
2019年度までの実績は経済産業省総合エネルギー統
計。


